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真
観
本
「
寿
永
百
首
家
集
」

― 

私
家
集
研
究
の
大
河
の
中
で 

―

小　

林　

一　

彦

は
じ
め
に

和
歌
文
学
研
究
は
昭
和
三
十
年
代
（
一
九
五
五
〜
）
か
ら
著
し
い
活
況
を
呈
し
て
き
た
。
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
『
和

歌
文
学
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
二
年
）
と
、
和
歌
史
研
究
会
に
よ
る
『
私
家
集
大
成
』（
同
、
一
九
七
三
〜
六
）
の
刊

行
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
井
上
宗
雄
氏
、
片
桐
洋
一
氏
と
の
座
談
会
（
田
中
登
氏
司
会
）
で
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
触
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
和
歌
文
学
会
が
結
成
さ
れ
て
以
降
の
研
究
史
を
た
ど
る
機
会
で
の
発
言
で
、
和
歌
の
研
究
は
、
は

る
か
に
古
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
宝
亀
三
年（
七
七
二
）五
月
七
日
の
序
文
を
も
つ
藤
原
浜
成
の『
歌

経
標
式
』
に
は
、
す
で
に
歌
病
や
歌
体
に
つ
い
て
の
論
及
が
見
ら
れ
る
。
小
稿
で
は
、
特
に
私
家
集
研
究
の
な
か
で
、
寿
永
百

首
家
集
に
焦
点
を
絞
り
、
い
さ
さ
か
個
人
的
な
関
心
か
ら
、
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
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一　

忽
然
と
し
て
現
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
〝
三
十
六
人
集
〞

明
治
書
院
版
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
は
、
和
歌
に
か
か
わ
る
約
四
五
〇
〇
項
目
を
収
載
、
解
説
し
た
も
の
で
、
ま
さ
に
大
辞

典
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
空
前
の
規
模
を
誇
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
自
由
律
短
歌
」
の
次
は
「
守
覚
法
親
王
」
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
、
項
目
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
ば
か
り
か
大
冊
の
ど
こ
を
探
し
て
も
「
寿
永
百
首
」
の
名
は
存
在
し
な
い
。「
月
詣
和
歌
集
」

は
立
項
さ
れ
て
お
り
、
文
化
五
年
の
清
水
浜
臣
の
校
本
に
欠
脱
歌
が
あ
る
こ
と
、
安
政
五
年
の
横
山
由
清
『
月
詣
和
歌
集
補
』

に
よ
っ
て
補
っ
て
も
な
お
序
文
に
い
う
一
二
〇
〇
首
に
は
一
二
二
首
不
足
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
特
異
な
組
成
や
主
要
な
歌
人
の

入
集
歌
数
、
ま
た
歌
風
な
ど
が
的
確
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
撰
集
資
料
に
つ
い
て
は
「
賀
茂
別
雷
社
に
月
詣
で
を
す
る
人
々

の
歌
を
中
心
に
撰
ん
で
奉
納
し
た
も
の
」
と
触
れ
る
に
過
ぎ
な
い
（
執
筆
担
当
は
島
津
忠
夫
氏
）。
当
時
「
寿
永
百
首
」
と
い
う

術
語
が
、
い
ま
だ
影
も
形
も
な
か
っ
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
。

で
は
、
い
っ
た
い
「
寿
永
百
首
」
と
い
う
術
語
は
、
い
つ
か
ら
生
ま
れ
、
定
着
し
た
の
か
。

こ
の
分
野
の
研
究
に
先

を
付
け
た
の
は
谷
山
茂
氏
「
千
載
集
と
諸
私
撰
集
（
三
）
―
類
型
と
個
性
と
に
関
す
る
基
礎
的
一

調
査
―
」（『
人
文
研
究
』
三
―
一
、
一
九
五
二
年
）
で
あ
っ
た
。『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
が
刊
行
さ
れ
る
少
し
前
の
こ
と
で
あ
る
。

氏
の
論
文
は
『
千
載
和
歌
集
』
と
同
時
代
の
私
撰
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
「
寿
永
百
首
」

を
主
に
扱
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
月
詣
和
歌
集
』
の
序
文
に
、「
い
そ
の
か
み

の
ふ
り
に
し
あ
と
を
ま
な
び
、
三
十
六
人
の
百
首
を
あ
つ
め
て
神
の
御
た
か
ら
に
そ
な
ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
保
は
曾
つ
て
当
時
の
歌
よ
み
三
十
六
人
の
百
首
を
あ
つ
め
た
こ
と
も
あ
る
ら
し
く
、
そ
の
百
首
も
ま
た
当
然
月
詣
集
の

撰
集
資
料
と
な
つ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
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と
言
及
、
そ
し
て
こ
の
記
述
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
施
注
こ
そ
、
そ
の
後
の
研
究
を
大
き
く
導
く
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

重
保
が
撰
ん
だ
当
時
の
三
十
六
人
の
全
部
が
誰
々
で
あ
つ
た
か
は
知
る
由
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
百
首
歌
奉
納
の
挙
に

よ
つ
て
、
当
時
の
有
名
無
名
の
歌
人
た
ち
に
わ
が
歌
を
整
理
さ
せ
、
ま
た
そ
の
家
集
を
後
世
に
の
せ
さ
せ
る
機
縁
を
作
つ

た
功
績
は
大
き
い
。
こ
の
百
首
歌
募
集
に
応
じ
た
か
と
思
は
れ
る
人
々
を
あ
げ
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
書
き
出
さ
れ
た
注
は
、
四
頁
に
及
ん
で
い
る
。
谷
山
氏
は
家
集
の
奥
書
、
歌
数
、
ま
た
『
月
詣
和
歌
集
』
へ
の
入

集
状
況
な
ど
か
ら
、
殷
富
門
院
大
輔
・
藤
原
資
隆
（
禅
林
瘀
葉
集
）・
藤
原
頼
輔
・
平
経
盛
の
四
名
の
家
集
が
重
保
の
求
め
に
応

じ
て
自
撰
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。
氏
が
各
家
集
よ
り
摘
記
さ
れ
た
部
分
を
、
以
下
に
引
用
す
る
（
本
文
は
適
宜
『
新
編
私
家

集
大
成
』
な
ど
に
よ
っ
た
）。

「
賀
茂
の
神
主
重
保
よ
み
た
ら
む
歌
と
も
か
き
あ
つ
め
て
み
や
し
ろ
に
お
さ
め
む
と
ま
う
せ
は
、
書
て
を
く
る
と
て
お
く
に
」

（
殷
富
門
院
大
輔
集
）

「
ゆ
ふ
た
す
き
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
み
や
し
ろ
に
、
を
さ
め
ま
う
さ
る
へ
き
よ
し
つ
た
へ
う
け
た
ま
は
れ
は

〻

〻

り
て
、
い
な

ひ
申
さ
む
こ
と
も
お
そ
れ
あ
り
、（
中
略
）
ふ
か
き
ち
き
り
を
む
す
ひ
を
き
た
て
ま
つ
ら
ん
か
た
め
に
、
さ
た
め
を
く
ら
れ

た
る
か
す
の
ま
ゝ
に
ひ
ろ
ひ
あ
つ
め
て
、
し
つ
か
な
る
は
や
し
の
や
ま
へ
る
葉
の
集
と
な
つ
け
は
へ
り
ぬ
」（
禅
林
瘀
葉
集
）

「
右
三
十
一
字
之
風
情
、
漸
雖
滞
華
詞
、
百
余
首
之
露
点
尤
可
誂
草
聖
也
、
然
而
齢
満
七
旬
、
位
昇
三
品
、
是
偏
神
恩
之
至
也
、

更
非
人
力
之
及
歟
、
因
茲
深
為
謝
神
徳
、
曾
無
顧
人
嘲
専
終
自
書
之
功
、
不
交
他
筆
之
跡
、
今
以
六
義
進
納
之
、（
中
略
）

寿
永
元
年
六
月
廿
八
日
、
従
三
位
行
刑
部
卿
藤
原
朝
臣
頼
輔
」（
頼
輔
集
）

「
神
主
重
保
依
二
願
請
一
当
世
好
士
各
和
歌
百
首
可
レ
進
二
納
神
殿
一
云
々
、
不
用
固
舞
仍
惣
注
出
、（
中
略
）
寿
永
元
年
六
月

十
日
、
参
儀（
マ
マ
）正
三
位
行
太
皇
大
后
宮
太
夫
修
理
大
夫
備
前
権
守
平
朝
臣
経
盛
」（
経
盛
集
）
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さ
ら
に
こ
の
ほ
か
鴨
長
明
の
家
集
も
有
力
、
ま
た
惟
宗
広
言
集
、
入
道
大
納
言
資
賢
集
な
ど
の
成
立
も
重
保
が
奉
納
百
首
歌
を

求
め
た
こ
と
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
付
言
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
三
十
六
人
の
歌
人
は
、
殷
富

門
院
大
輔
ら
四
名
に
、
長
明
・
広
言
・
資
賢
ら
候
補
者
三
名
を
加
え
て
七
名
で
あ
っ
た
。

三
年
の
後
、『
桂
宮
本
叢
書　

第
五
巻　

私
家
集
五
』（
養
徳
社
、一
九
五
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
解
題
執
筆
は
伊
地
知
鐵
男
・

橋
本
不
美
男
の
両
氏
で
あ
る
。「
禅
林
瘀
葉
集
」
の
解
題
に
は
、

巻
末
自
跋
に
よ
れ
ば
、
あ
る
人
の
勧
進
に
よ
り
、
当
時
の
歌
人
達
と
共
に
某
社
に
奉
献
す
る
た
め
自
撰
し
、
書
名
も
自
ら

の
命
名
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
も
集
中
「
賀
茂
の
み
や
し
ろ
の
う
た
あ
は
せ
に
」「
御
社
の
歌
合
に
」「
当
社
の

歌
合
に
」
の
詞
書
を
有
す
る
三
首
は
、
治
承
二
年
三
月
賀
茂
別
雷
社
歌
合
中
に
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
詞
書
の
御
社
、
当
社

に
該
当
す
る
賀
茂
社
に
奉
納
し
た
家
集
で
あ
り
、
別
雷
社
歌
合
も
歌
人
で
あ
る
賀
茂
社
神
主
重
保
の
結
構
に
よ
つ
た
も
の

で
あ
る
の
で
、
こ
の
家
集
奉
納
の
勧
進
も
重
保
に
よ
る
も
の
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
て
本
書
に
収
め
た
頼
輔
・
経
正
・

経
家
・
季
経
の
各
集
も
、
各
集
の
組
織
と
内
容
を
な
す
歌
の
判
明
す
る
年
次
の
下
限
か
ら
考
へ
て
、
之
と
規
を
一
に
す
る

も
の
と
も
考
へ
ら
れ
、
と
す
れ
ば
こ
の
集
の
成
立
も
、
寿
永
元
年
夏
の
こ
ろ
で
あ
ら
う
か
。

と
考
証
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
平
経
正
・
藤
原
経
家
・
藤
原
季
経
ら
三
名
が
新
た
に
賀
茂
社
奉
納
の
家
集
に
候
補
と
し
て

加
わ
っ
た
。
た
だ
し
、「
季
経
入
道
集
」
の
解
題
で
は

所
収
歌
の
下
限
は
明
瞭
に
は
指
摘
で
き
な
い
が
、
刑
部
卿
頼
輔
が
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
寿
永
元
年
四
月
十
三
日
ま
で
は

判
明
す
る
。
集
歌
数
が
百
首
前
後
、
詠
歌
の
下
限
が
寿
永
元
年
夏
と
い
ふ
以
外
に
、
な
ん
の
根
拠
も
な
い
が
、
或
ひ
は
頼
輔
、

資
隆
、
経
正
ら
各
集
と
お
な
じ
く
賀
茂
社
奉
納
の
家
集
か
と
も
疑
は
れ
る
。
し
か
し
又
一
方
本
書
奥
書
の
「
建
久
元
年
五

月
十
三
日
自
書
写
之
」
は
或
ひ
は
季
経
自
身
の
文
で
は
な
か
ら
う
か
と
も
疑
は
れ
る
。
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と
あ
り
、
慎
重
な
態
度
も
見
せ
て
い
た
。

ほ
ど
な
く
、
谷
山
茂
氏
・
樋
口
芳
麻
呂
氏
の
解
題
に
よ
る
古
典
文
庫
『
未
刊
中
古
私
家
集
一
』（
一
九
六
一
年
）
が
出
版
さ
れ
、

所
収
の
「
平
経
盛
集
」
の
解
題
に
お
い
て
、
や
は
り
重
保
勧
進
の
家
集
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

二　

術
語
「
寿
永
百
首
」
の
懐
胎 

― 

私
家
集
研
究
の
活
況
か
ら

個
々
の
私
家
集
の
紹
介
か
ら
、
分
析
の
対
象
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
重
保
勧
進
の
奉
納
百
首
家
集
を
、
精
力
的
な
私
家
集
研

究
の
立
場
か
ら
推
し
進
め
た
の
は
、
森
本
元
子
氏
で
あ
る
。
氏
は
古
典
文
庫
『
小
侍
従
集　

二
条
院
讃
岐
集
』（
一
九
五
八
年
）

の
解
題
に
は
じ
ま
り
、「
小
侍
従
・
大
輔
・
讃
岐
と
そ
の
家
集
」（『
国
文
学
』
一
〇
―
一
二
、
一
九
六
五
年
）
に
至
る
ま
で
、「
賀

茂
社
奉
納
百
首
家
集
」
に
関
す
る
九
本
の
論
考
を
立
て
続
け
に
公
に
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
『
私
家
集
の
研
究
』（
明
治
書
院
、

一
九
六
六
年
）
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
が
、
同
書
の
中
に
は
「「
長
方
卿
集
」
考
」「
有
房
の
家
集
と
そ
の
成
立
」
そ
し
て
「
賀
茂

社
奉
納
百
首
家
集
に
つ
い
て
」
の
新
稿
三
篇
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
時
点
に
お
い
て
も
「
寿
永
百
首
」
と
い
う
呼
称
は
、
ま
だ
登
場
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
森
本
氏
の
初
期
の
論
考
で
は
「
寿

永
元
年
（
一
一
八
二
）
当
時
行
わ
れ
た
、
か
な
り
大
々
的
な
百
首
選
の
撰
述
」「
こ
の
百
首
選
（
寿
永
百
首
家
集
群
）
は
賀
茂
重

保
の
主
催
に
か
か
り
、賀
茂
社
に
奉
納
さ
れ
る
と
と
も
に
、そ
の
ま
ま
「
月
詣
和
歌
集
」
の
重
要
な
選
歌
資
料
と
な
っ
た
」（
以
上
、

小
侍
従
集
）、「
寿
永
百
首
選
家
集
群
の
一
つ
」（
二
条
院
讃
岐
集
）、次
い
で
「
寿
永
元
年
賀
茂
社
奉
納
の
自
撰
百
首
家
集
の
一
つ
」

（
実
国
集
）、「
寿
永
年
間
に
賀
茂
社
奉
納
の
目
的
で
成
っ
た
自
撰
の
百
首
家
集
」（
師
光
集
）、ま
た
「
例
の
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）

賀
茂
重
保
に
よ
る
賀
茂
社
奉
納
百
首
選
の
一
つ
」（
上
西
門
院
兵
衛
集
）
な
ど
と
叙
述
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
次
第
に
「
賀
茂
社

奉
納
百
首
撰
」（
殷
富
門
院
大
輔
集
）
な
ど
シ
ン
プ
ル
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
経
緯
は
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
「
寿
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永
元
年
（
一
一
八
二
）
夏
秋
の
間
、賀
茂
重
保
の
勧
進
に
応
じ
て
、多
く
の
歌
人
が
自
詠
百
首
を
撰
び
、賀
茂
社
に
奉
納
し
た
」「
寿

永
初
年
に
成
っ
た
百
首
選
の
家
集
は
、
お
そ
ら
く
た
い
て
い
こ
の
奉
納
百
首
に
入
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
の
見
通
し
も
示
さ

れ
て
い
た
。

そ
し
て
同
書
の
第
五
章
に
は
「（
付
）
賀
茂
社
奉
納
百
首
家
集
に
つ
い
て
」
と
い
う
小
項
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
最
終
的
に

は
こ
の
名
称
へ
と
落
ち
着
い
た
と
解
せ
る
。

森
本
氏
は
、「
賀
茂
社
奉
納
百
首
家
集
」
の
条
件
と
し
て
、
次
の
五
つ
を
提
示
さ
れ
た
。

一　

作
者
の
自
撰
で
あ
り
、
自
詠
百
首
を
本
体
と
す
る
こ
と
。（
贈
答
に
よ
る
他
人
の
作
は
別
）

二　

四
季
・
恋
・
雑
の
組
織
を
も
つ
こ
と
。
た
だ
し
、
各
部
の
歌
数
は
不
定
で
自
由
。

三　

題
詠
・
生
活
詠
の
別
を
問
わ
ぬ
こ
と
。
詞
書
・
題
詞
な
ど
の
制
限
も
な
い
。

四　

寿
永
元
年
夏
こ
ろ
の
成
立
で
あ
る
こ
と
。

五　

集
中
の
作
が
「
月
詣
和
歌
集
」
に
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

そ
の
上
で
、
平
安
末
期
に
成
っ
た
と
思
わ
れ
る
私
家
集
を
調
査
し
、
以
下
の
二
十
五
名
の
私
家
集
を
「
三
十
六
人
の
百
首
」
の

一
群
に
入
る
も
の
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

藤
原
頼
輔　
　
　

平
経
正　
　
　
　

藤
原
経
家　
　
　

藤
原
資
隆　
　
　

藤
原
季
経　
　
　

平
経
盛　
　
　
　

平
親
宗

殷
富
門
院
大
輔　

鴨
長
明　
　
　
　

惟
宗
広
言　
　
　

源
資
賢　
　
　
　

藤
原
隆
信　
　
　

平
忠
度　
　
　
　

源
有
房

小
侍
従　
　
　
　

二
条
院
讃
岐　
　

皇
太
后
宮
大
進　

藤
原
実
国　
　
　

源
師
光　
　
　
　

藤
原
親
盛　
　
　

祝
部
成
仲

登
蓮
法
師　
　
　

覚
綱
法
師　
　
　

寂
然
法
師　
　
　

寂
蓮
法
師

こ
れ
で
も
、
な
お
十
一
名
が
不
足
す
る
と
筆
は
継
が
れ
、
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上
西
門
院
兵
衛　

藤
原
長
方

は
加
え
ら
れ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
、
さ
ら
に

藤
原
成
範　
　
　

法
印
静
賢　
　
　

祐
盛
法
師　
　
　

寂
念
法
師　
　
　

三
河
内
侍

な
ど
は
候
補
者
に
な
る
と
思
う
が
、
は
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
と
慎
重
に
そ
の
可
能
性
に
言
及
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
広
範

囲
の
階
層
を
網
羅
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
歌
人
た
ち
に
共
通
す
る
一
つ
の
性
格
」
と
し
て
、
俊
成
・
俊
恵
・
道
因
・
清
輔
・
西
行
・

実
定
・
頼
政
・
教
長
ら
、
い
わ
ば
一
流
歌
人
た
ち
に
く
ら
べ
「
い
ず
れ
も
当
代
の
歌
界
に
現
に
活
躍
す
る
歌
人
た
ち
に
は
ち
が

い
な
い
が
、
す
べ
て
け
っ
し
て
第
一
流
の
歌
人
と
し
て
待
遇
さ
れ
て
は
い
な
い
」
こ
と
を
特
徴
に
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
こ
に
至
り
、
森
本
氏
に
よ
り
二
十
五
名
、
プ
ラ
ス
二
名
の
二
十
七
名
、
さ
ら
に
可
能
性
も
含
め
れ
ば
三
十
二
名
の
歌
人
が

候
補
と
し
て
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
杉
山
重
行
氏
が
森
本
氏
の
説
を
う
け
て
、「
な
お
こ
の
ほ
か
に
、
歌
合
、
百
集
歌
な
ど
の
場
を
通
し
て
重
保
と
親
交

の
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
歌
人
、
あ
る
い
は
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』・「
中
古
散
逸
撰
集
の
項
」
の
中
で
そ
れ
と
考
え
ら
れ
そ

う
な
歌
人
た
ち
」
を
、「
例
え
ば
」
と
し
て
（
括
弧
内
は
月
詣
和
歌
集
へ
の
入
集
歌
数
）、

藤
原
実
定
（
十
八
首
）　　

中
原
有
安
（
五
首
）　　

藤
原
実
家
（
十
四
首
）　　

勝
命
（
十
二
首
）　　

俊
恵
（
十
二
首
）　　

顕
昭
（
十
六
首
）

な
ど
も
注
視
し
て
お
き
た
い
、
と
言
及
さ
れ
た
。
可
能
性
は
広
げ
ら
れ
、
こ
の
段
階
で
は
定
数
を
超
え
る
三
十
八
名
が
、
候
補
者

と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
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三　

賀
茂
社
歌
圏
の
視
点 

― 

歌
人
の
交
流
か
ら

は
じ
め
て
「
寿
永
百
首
」
を
論
文
題
に
掲
げ
た
の
は
、
松
野
陽
一
氏
「
寿
永
百
首
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
松
野
氏
は
、
先
に

森
本
氏
が
考
証
し
た
二
十
五
人
の
家
集
に
つ
い
て
、「
定
数
歌
的
構
成
の
家
集
」「
自
由
な
歌
数
の
家
集
」
と
二
つ
に
大
別
、
さ

ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
階
層
化
し
て
よ
り
細
分
化
し
、
十
二
の
視
点
か
ら
分
類
整
理
さ
れ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
「
三
十
六
人
の
残
り
の

顔
ぶ
れ
を
考
え
る
為
の
基
礎
資
料
と
し
て
お
こ
う
と
思
う
」
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。「
寿
永
百
首
」
と
い
う
術
語
の
本
格
的
な

使
用
と
い
い
、
い
よ
い
よ
三
十
六
人
の
追
跡
に
拍
車
が
か
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
松
野
氏
の
論
は
必
ず
し
も

三
十
六
人
の
家
集
を
特
定
す
る
こ
と
の
み
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
森
本
氏
が
、

新
興
武
門
の
勢
力
や
僧
侶
集
団
、
あ
る
い
は
俊
恵
の
歌
林
苑
に
お
い
て
培
わ
れ
た
濃
厚
な
歌
人
意
識
を
も
ち
、
賀
茂
社
家

の
強
大
な
文
化
的
勢
力
圏
に
糾
合
さ
れ
て
、
堂
上
貴
族
や
専
門
歌
道
家
の
作
り
な
す
歌
壇
と
は
全
く
別
個
の
、
と
い
っ
て

も
武
家
と
か
僧
侶
と
か
女
房
と
か
の
み
に
は
偏
し
固
ま
る
こ
と
の
な
い
、
き
わ
め
て
層
の
厚
い
、
幅
広
い
歌
人
社
会
を
、

お
の
ず
か
ら
に
し
て
形
成
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
松
野
氏
は
賀
茂
社
歌
圏
と
仁
和
寺
歌
圏
と
い
う
大
き
な
視
点
か
ら
、
こ
の
時
期
の
家

集
蒐
集
と
諸
家
集
の
成
立
を
見
取
り
図
と
し
て
描
こ
う
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
三
十
六
人
の
追
跡
だ
が
、
松
野
氏
は
、
森
本
氏
が
提
示
さ
れ
た
二
十
五
名
の
歌
人
の
私
家
集
か
ら
、
登
蓮
と
資
賢
の

二
集
を
問
題
視
さ
れ
た
。
考
証
は
慎
重
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
が
登
蓮
は
二
十
五
首
、
資
賢
は
二
十
九
首
（
他
人
詠

四
首
を
除
く
と
自
詠
は
二
十
五
首
）
し
か
な
い
残
欠
本
、
あ
る
い
は
抄
出
本
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、『
月
詣
和
歌
集
』
と
の

共
通
歌
が
一
首
も
な
い
こ
と
（
同
じ
く
残
欠
本
三
十
三
首
の
皇
太
后
宮
大
進
の
家
集
の
場
合
は
四
首
）、
そ
も
そ
も
同
集
へ
の
入

（
3
）

（
4
）
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集
歌
数
が
登
蓮
は
六
首
、
資
賢
は
一
首
と
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
主
た
る
根
拠
に
、「
少
な
く
と
も
現
存
両
家
集
に
つ
い

て
は
、
一
応
外
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
提
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
賀
茂
社
歌
圏
と
い
う
視
点
か
ら
、
歌
合
・
歌
会
な
ど
へ
の
参
加
、
重
保
と
の
親
交
が
問
題
視
さ
れ
る
に
及
び
、
歌

人
の
伝
記
研
究
か
ら
、
三
十
六
人
の
家
集
を
あ
ぶ
り
出
そ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。

井
上
宗
雄
氏
は
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
年
）
に
お
い
て
、「
以
下
の
私
見
は
、
従
来
の
研
究

を
確
認
す
る
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
奉
納
者
と
い
わ
れ
て
い
る
各
歌
人
の
伝
記
調
査
を
中
心
に
若
干
の
考
察
を

行
い
た
い
」
と
断
り
な
が
ら
も
、刊
行
に
あ
た
り
新
た
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
と
い
う
第
六
章
「
寿
永
百
首
家
集
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、

実
に
一
一
〇
頁
に
も
及
ぶ
考
証
で
あ
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
小
稿
で
は
と
て
も
摘
記
し
き
れ
な
い
の
で
、
直
接
、
井
上
氏
著
書

に
よ
ら
れ
た
い
が
、
氏
の
結
論
と
さ
れ
た
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴
間
違
い
な
く
寿
永
百
首
家
集
を
編
ん
だ
人

　
　

覚
綱　

有
房　

資
隆　

大
進　

師
光　

広
言　

讃
岐　

大
輔　

小
侍
従　

長
明　

親
宗　

寂
然　

隆
信　

親
盛

　
　

経
家　

季
経　

経
盛　

忠
度　

経
正　

頼
輔　

寂
蓮

⑵
寿
永
百
首
家
集
か
否
か
若
干
不
安
の
あ
る
人

　
　

成
仲

⑶
寿
永
百
首
家
集
の
人
数
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
人

　
　

兵
衛　

勝
命　

顕
家　

資
盛　

行
盛　

伊
綱　

三
河
内
侍

⑷
寿
永
元
年
生
存
な
ら
人
数
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
人

　
　

為
業　

敦
仲

（
5
）
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⑸
人
数
に
入
る
可
能
性
あ
る
人

　
　

顕
昭　

頼
円　

覚
盛　

大
炊
御
門
右
大
臣
家
佐

⑹
主
催
者
側
と
い
う
点
で
、
躊
躇
さ
れ
る
人

　
　

重
保　

祐
盛

⑺
何
と
も
い
え
な
い
が
、
否
定
材
料
に
乏
し
い
人

　
　

季
貞　

親
佐　

季
能　

能
盛　

有
安　

康
宗　

季
広　

覚
延　

維
順
女

⑻
人
数
に
入
る
可
能
性
絶
無
で
は
な
い
が
、
乏
し
い
人

　
　

長
方　

成
範　

実
国　

資
賢　

澄
憲　

範
玄　

長
真

⑼
恐
ら
く
は
人
数
に
入
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
人

　
　

静
賢　

隆
房　

定
家　

公
衡

⑽
人
数
に
入
ら
な
か
っ
た
人
（
入
っ
て
も
物
故
し
て
結
果
的
に
入
ら
な
か
っ
た
人
）

　
　

登
蓮

　

右
に
よ
っ
て
、
⑵
以
下
を
こ
の
順
（
ラ
ン
ク
）
に
数
え
て
三
十
六
名
を
撰
ぶ
と
い
う
事
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

如
上
の
井
上
氏
の
考
証
に
従
え
ば
、
⑴
覚
綱
・
有
房
〜
⑹
重
保
・
祐
盛
ま
で
、
合
計
す
れ
ば
三
十
七
名
で
定
数
を
超
え
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
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四　
「
寿
永
百
首
」
と
い
う
術
語
と
概
念

『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
明
治
書
院
）
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
「
寿
永
百
首
」
だ
が
、
戦
後
の
私
家
集
研
究
の
隆
盛
を
う
け
て
、

昭
和
末
年
こ
ろ
に
は
各
種
辞
典
類
に
陸
続
と
立
項
さ
れ
る
に
至
る
。

「
寿
永
百
首
」
を
は
じ
め
て
項
目
と
し
て
明
記
し
た
の
は
、有
吉
保
氏
編
『
和
歌
文
学
辞
典
』（
桜
楓
社
、一
九
八
二
年
）
で
あ
っ

た
。
大
型
辞
典
で
は
な
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
辞
典
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
割
か
れ
て
い
る
。
谷
山
氏

以
来
、
私
家
集
の
本
文
研
究
や
歌
壇
、
伝
記
研
究
に
秀
で
た
研
究
者
た
ち
に
よ
る
、
こ
れ
ま
で
の
旺
盛
な
研
究
を
反
映
し
た
結

果
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
記
述
に
は
、
そ
の
蓄
積
が
過
不
足
な
く
盛
ら
れ
て
い
た
。

『
月
詣
和
歌
集
』（
賀
茂
重
保
撰
、
寿
永
元1182

年
一
一
月
成
る
）
の
仮
名
序
に
「
三
十
六
人
の
百
首
を
あ
つ
め
て
、
神
の

御
宝
に
そ
な
ふ
」
と
あ
り
、
重
保
は
『
月
詣
和
歌
集
』
編
纂
の
た
め
の
撰
集
資
料
と
し
て
、
当
代
の
歌
人
三
六
人
に
賀
茂

社
奉
献
の
百
首
家
集
の
提
出
を
も
と
め
て
い
る
。
こ
れ
に
応
え
た
歌
人
三
六
人
の
百
首
形
式
の
家
集
に
対
す
る
称
で
、
賀

茂
社
奉
納
百
首
家
集
と
も
い
わ
れ
る
。

定
義
づ
け
に
は
じ
ま
り
、
谷
山
・
森
本
・
松
野
・
井
上
の
各
氏
の
名
前
を
挙
げ
、
主
な
特
徴
と
し
て
森
本
氏
が
示
さ
れ
た
五
つ

の
要
件
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
集
と
し
て
井
上
氏
が
先
記
⑴
に
、
間
違
い
な
く
寿
永
百
首
家
集
を
編
ん
だ
人
、
と

し
て
提
示
し
た
二
十
一
の
歌
人
の
家
集
を
列
記
し
、「
な
お
、
残
り
一
五
人
の
家
集
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
俟
た
れ
る
」
と

付
言
し
て
い
る
。

次
い
で
、
刊
行
さ
れ
た
『
和
歌
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
）
に
も
項
目
が
立
ち
、「
経
盛
集
・
禅
林
瘀
葉
集
（
資
隆
）・

経
正
集
・
忠
度
集
・
頼
資
集
・
親
宗
集
な
ど
約
二
五
の
現
存
家
集
が
同
百
首
家
集
と
推
定
さ
れ
て
い
る
」（
執
筆
担
当
は
松
野
陽
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一
氏
）
と
あ
っ
た
。「
約
二
五
」
と
い
う
数
は
、
森
本
氏
の
考
証
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
最
新
の
『
和
歌
文
学
大

辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
年
）
の
「
寿
永
百
首
」
で
は
「
師
光
・
親
盛
・
季
経
・
頼
輔
・
広
言
・
経
盛
・
忠
度
・

経
家
・
経
正
・
成
仲
・
長
明
・
寂
蓮
・
覚
綱
・
讃
岐
・
小
侍
従
ら
約
二
二
の
家
集
が
同
百
首
家
集
と
し
て
自
撰
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
」（
執
筆
担
当
は
辻
勝
美
氏
）
と
あ
り
、
そ
の
数
が
「
約
二
二
」
へ
と
後
退
し
た
の
は
、
井
上
氏
に
よ
り
三
名
の
家

集
に
つ
い
て
疑
問
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
井
上
氏
は
考
証
の
末
に
「
二
十
五
集
が
寿
永

百
首
と
さ
れ
て
い
る
内
、
登
蓮
集
が
除
か
れ
、
実
国
・
資
賢
の
二
集
が
五
割
ほ
ど
怪
し
い
。
あ
と
成
仲
に
若
干
の
不
安
は
あ
る
が
、

一
応
含
め
る
と
、
二
十
二
集
が
ま
ず
確
実
と
い
え
る
」
と
結
論
を
下
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
間
、
一
九
八
三
〜
五
年
に
か
け
て
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
全
六
巻
（
岩
波
書
店
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
「
寿
永
百
首
」
の
項
目
は
な
い
が
、「
賀
茂
重
保
」
の
項
に
は
「
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
夏
頃
現
存
歌
人
三
十
六
人
に
、
百

首
か
ら
成
る
家
集
（
寿
永
百
首
家
集
）
を
賀
茂
社
に
奉
納
せ
し
め
、
同
年
十
一
月
に
そ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
『
月
詣
和
歌
集
』

を
撰
ん
だ
」（
執
筆
担
当
は
半
田
公
平
氏
）
と
あ
る
ほ
か
、「
月
詣
和
歌
集
」
の
項
で
は
、

序
文
に
「
三
十
六
人
の
百
首
を
あ
つ
め
て
、
神
の
御
た
か
ら
に
そ
な
ふ
」
と
あ
あ
る
よ
う
に
重
保
が
三
十
六
人
の
歌
人
に

賀
茂
社
奉
納
百
首
（
寿
永
百
首
家
集
）」
を
求
め
撰
集
の
資
料
と
し
た
。
現
在
、
寿
永
百
首
家
集
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る

の
は
、
藤
原
頼
輔
・
平
経
正
・
藤
原
経
家
・
同
資
隆
・
同
季
経
・
平
経
盛
・
同
親
宗
・
殷
富
門
院
大
輔
・
鴨
長
明
・
惟
宗

広
言
・
源
資
賢
・
藤
原
隆
信
・
平
忠
度
・
源
有
房
・
小
侍
従
・
二
条
院
讃
岐
・
皇
太
后
宮
大
進
・
藤
原
実
国
・
源
師
光
・

藤
原
親
盛
・
祝
部
成
仲
・
登
蓮
・
覚
綱
・
寂
然
・
寂
蓮
の
各
集
計
二
十
五
集
で
あ
る
。
た
だ
し
右
の
内
資
賢
・
実
国
・
登

蓮
の
三
集
に
関
し
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
右
の
三
人
以
外
の
十
一
人
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
誰
を
挙
げ
る

か
は
諸
説
が
あ
る
。

（
6
）
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と
、
さ
ら
に
詳
細
な
記
述
が
見
え
る
（
執
筆
担
当
は
い
ず
れ
も
半
田
公
平
氏
）。
な
お
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
で
は
、「
覚

綱
集
」
に
「
成
立
年
次
未
詳
。
但
し
、
本
集
は
寿
永
百
首
家
集
の
一
つ
と
思
し
く
、
そ
の
成
立
は
治
承
年
間
末
（
―
一
一
八
一
）

頃
以
降
か
」（
執
筆
担
当
は
川
村
晃
生
氏
）、「
惟
宗
広
言
集
」
に
「
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
夏
ご
ろ
自
撰
さ
れ
た
か
。
賀
茂
重

保
の
勧
進
に
よ
り
賀
茂
社
に
奉
納
さ
れ
た
寿
永
百
首
家
集
の
一
と
見
ら
れ
る
」（
半
田
氏
）
な
ど
、
こ
の
ほ
か
多
く
の
家
集
お
よ

び
歌
人
の
項
目
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
私
家
集
研
究
の
成
果
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
た
。

五　

 
天
罡
星
と
地

星 

― 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
開
扉
、
未
知
の
私
家
集
群
と
の
遭
遇

昭
和
末
年
、朝
日
新
聞
社
か
ら
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
。
寿
永
百
首
家
集
で
は
『
中
世
私
家
集　

一
』（
朝

日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
に
は
、「
寂
然
集
」「
隆
信
朝
臣
集
」
が
、
続
い
て
『
中
世
私
家
集　

二
』（
一
九
九
五
年
）
に
「
禅

林
瘀
葉
集
（
資
隆
）」「
二
条
院
讃
岐
集
」「
忠
度
朝
臣
集
」「
経
正
朝
臣
集
」「
刑
部
卿
頼
資
集
」「
惟
宗
広
言
集
」「
鴨
長
明
集
」「
入

道
三
位
季
経
集
」「
成
仲
集
﹇
断
簡
二
枚
﹈」
が
、
さ
ら
に
『
中
世
私
家
集　

三
』（
一
九
九
八
年
）
に
「
有
房
中
将
集
」
が
、
そ

れ
ぞ
れ
影
印
公
開
さ
れ
た
。
解
題
担
当
は
井
上
宗
雄
氏
、
久
保
田
淳
氏
で
あ
る
。

『
中
世
私
家
集　

二
』
の
解
題
で
は
、「
寿
永
百
首
家
集
お
よ
び
『
成
仲
集
』
断
簡
に
つ
い
て
」
と
い
う
項
が
設
け
ら
れ
、「
平

安
後
期
の
和
歌
史
を
叙
述
す
る
際
、
幾
つ
か
の
現
存
家
集
の
総
称
と
し
て
寿
永
百
首
家
集
乃
至
は
寿
永
百
首
と
い
う
呼
び
方
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）
こ
の
時
期
の
研
究
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
始
め
た
和
歌
史
上
の
術
語
で
あ
る
」（
久
保
田
氏
）
と

定
義
づ
け
の
後
、
確
実
視
さ
れ
て
い
る
二
十
一
集
に
加
え
て
「
成
仲
集
」
も
そ
の
一
と
見
ら
れ
る
と
し
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

蔵
「
成
仲
集
」
断
簡
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
は
、
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
全
容
が
明
ら
か
と
な
っ
て
か
ら
の
刊
行
で
は
な
く
、
調
査
と
並
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行
し
な
が
ら
順
次
刊
行
が
な
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
擬
定
家
本「
如
願
法
師
集
」が『
中
世
私
家
集　

五
』（
二
〇
〇
一
年
三
月
）

に
単
体
で
収
載
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
後
に
「
擬
定
家
本
私
家
集
」
と
い
う
呼
称
で
一
括
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
の
私
家

集
の
写
本
群
が
、
未
だ
名
称
す
ら
持
た
な
か
っ
た
当
時
の
状
況
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
調
査
主
任
の
藤
本
孝
一
氏
は
、『
古
写
本
の
姿
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
九
月
）

に
お
い
て
「
表
紙
を
中
心
と
し
た
冷
泉
家
本
の
分
類
」
を
提
示
さ
れ
た
。
氏
は
「
真
観
本
」
に
言
及
し
た
箇
所
で
、

『
在
良
朝
臣
集
』
は
版
木
に
丁
子
を
塗
っ
た
上
に
料
紙
を
置
い
て
文
様
を
摺
り
出
し
て
い
る
。
粘
葉
装
で
、
ほ
ぼ
図
柄
も

続
い
た
一
枚
の
料
紙
を
包
表
紙
に
用
い
て
い
る
。『
範
永
朝
臣
集
』
と
同
じ
真
観
本
で
あ
る
こ
と
が
、
表
紙
料
紙
か
ら
証
明

で
き
る
。

さ
ら
に
、
図
柄
が
違
う
が
平
安
時
代
後
期
の
歌
人
藤
原
惟
方
の
『
粟
田
口
別
当
入
道
集
』
が
『
範
永
朝
臣
集
』
と
同
じ

具
引
き
の
表
紙
で
あ
り
、
平
安
時
代
後
期
の
歌
人
源
資
賢
の
『
入
道
大
納
言
資
賢
集
』
も
、
空
摺
り
し
た
包
表
紙
を
用
い

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
二
つ
の
歌
集
も
真
観
本
と
推
定
で
き
る
。

同
じ
グ
ル
ー
プ
と
想
定
で
き
る
も
の
に
、寿
永
百
首
家
集
が
あ
る
。
こ
れ
は
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
に
賀
茂
重
保
が
『
月

詣
和
歌
集
』
を
専（
マ
マ
）修
す
る
た
め
に
、
百
首
形
式
の
私
家
集
を
三
十
六
人
の
歌
人
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
家
集
を

建
長
年
間
に
書
写
し
た
も
の
が
冷
泉
家
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
。
装
訂
は
、
両
者
と
も
粘
葉
装
で
栗
色
染
め
の
料
紙
を
用
い

た
原
表
紙
を
も
ち
、
題
の
打
付
け
（
書
名
）
の
筆
跡
や
本
文
料
紙
も
同
じ
で
あ
る
。
三
十
六
人
中
巻
頭
図
版
に
あ
る
『
隆

信
朝
臣
集
』『
忠
度
朝
臣
集
』『
経
正
朝
臣
集
』『
刑
部
卿
頼
輔
集
』『
入
道
三
位
季
経
集
』『
二
条
院
讃
岐
集
』『
惟
宗
広
言
集
』

な
ど
、
十
数
点
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

と
、
寿
永
百
首
家
集
の
研
究
に
、
書
誌
学
上
の
知
見
か
ら
新
た
な
指
摘
を
加
え
ら
れ
た
。

（
7
）
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そ
の
後
、
叢
書
の
『
平
安
私
家
集　

十
一
』（
二
〇
〇
七
年
二
月
）
お
よ
び
『
平
安
私
家
集　

十
二
』（
二
〇
〇
八
年
四
月
）

の
解
題
で
は
、「
真
観
本
私
家
集
に
つ
い
て
」「
再
び
真
観
本
私
家
集
に
つ
い
て
」
の
項
が
設
け
ら
れ
た
（
い
ず
れ
も
田
中
登
氏

の
執
筆
）。
前
者
で
は
、「
禅
林
瘀
葉
集
」「
二
条
院
讃
岐
集
」「
有
房
中
将
集 

寿
永
百
首
本
」
の
三
本
が
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）

二
月
の
真
観
自
筆
署
名
入
り
奥
書
を
も
ち
基
準
と
な
る
「
範
永
朝
臣
集
」
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後

者
で
は
、「
寂
然
集
」「
隆
信
朝
臣
集
」「
忠
度
朝
臣
集
」「
経
正
朝
臣
集
」「
刑
部
卿
頼
輔
集
」「
惟
宗
広
言
集
」「
入
道
大
納
言
資

賢
集
」「
鴨
長
明
集
」「
入
道
三
位
季
経
集
」「
成
仲
集
」「
有
房
中
将
集 

寿
永
百
首
本
」
を
「
一
連
の
寿
永
百
首
家
集
」
に
分
類
、
前

者
と
あ
わ
せ
た
十
三
集
を
寿
永
百
首
と
し
て
認
定
し
て
い
る
。

藤
本
氏
も
叢
書
の
月
報
で
の
連
載「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
書
誌
学　

そ
の
二
十
二
」（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）に
お
い
て
、

叢
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
十
二
集
の
寿
永
百
首
（
寂
然
集
・
隆
信
朝
臣
集
・
禅
林
瘀
葉
集
・
忠
度
朝
臣
集
・
経
正
朝
臣
集
・
刑

部
卿
頼
輔
集
・
惟
宗
広
言
集
・
鴨
長
明
集
・
二
条
院
讃
岐
集
・
入
道
三
位
季
経
集
・
成
仲
集
断
簡
・
有
房
中
将
集 

寿
永
百
首
本
）
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
発
言
さ
れ
た
。

筆
者
は
こ
れ
ら
は
真
観
本
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
真
観
本
の
共
通
性
の
う
ち
、
次
の
五
項
目
が
認
め
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

①
原
表
紙
に
茶
色
包
表
紙
を
用
い
る
。

　

②
外
題
が
、
真
観
奥
書
が
あ
る
『
範
永
朝
臣
集
』
等
の
筆
跡
と
共
通
す
る
。

　

③
本
文
料
紙
は
白
地
の
楮
紙
打
紙
で
あ
る
。

　

④
大
き
さ
は
四
半
本
で
あ
る
。

　

⑤
装
丁
は
粘
葉
装
で
あ
る
。

（
8
）
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特
に
『
禅
林
瘀
葉
集
』
に
は
「
建
長
五
五
七
書
写
一
校
了
」
と
、
建
長
五
年
五
月
七
日
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
建

長
年
間
（
一
二
四
九
―
五
六
）
は
、
真
観
の
書
写
が
活
発
に
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

こ
の
時
、
藤
本
氏
が
示
さ
れ
た
十
二
集
に
は
「
入
道
大
納
言
資
賢
集
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
展
覧
会
「
冷
泉
家　

王
朝
の
和
歌
守
展
」
が
、
二
〇
〇
九
年
秋
に
東
京
で
、
翌
年
春
に
は
京
都
で
、
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
示
の
最
大
の
特
徴
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
完
結
記
念
と
銘
打
た
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
叢
書
刊
行

の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
写
本
群
が
、
プ
ル
ー
プ
ご
と
に
展
示
さ
れ
て
い
た
点
に
あ
る
。
こ
の
時
の
図
録
（
朝
日
新
聞
出
版
、

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
。
以
下
「
展
示
図
録
」）
に
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
所
蔵
の
典
籍
が
四
三
八
点
、
す
べ
て
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

で
収
録
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
章
立
て
も
調
査
の
過
程
で
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
た
典
籍
、
特
に
私
家
集
の
写
本
群
ご
と
に
構

成
さ
れ
て
お
り
、
展
示
室
さ
な
が
ら
、
私
家
集
の
ま
た
と
な
い
貴
重
な
標
本
集
と
な
っ
て
い
る
。
研
究
者
必
備
の
書
と
い
っ
て

よ
い
。
た
と
え
ば
カ
ラ
ー
で
定
家
表
紙
本
ば
か
り
一
堂
に
並
べ
た
見
開
き
な
ど
は
壮
観
で
、表
紙
の
色
や
文
様
、形
状
や
大
き
さ
、

外
題
の
筆
勢
や
運
筆
、
文
字
配
り
な
ど
ま
で
一
目
で
つ
ぶ
さ
に
把
握
、
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
真
観
本
私
家
集
も
四
頁
に

わ
た
っ
て
特
集
が
組
ま
れ
て
い
た
。「
寿
永
百
首
表
紙
集
」
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
看
過
で

き
な
い
小
字
の
短
い
文
章
が
付
さ
れ
て
い
た
。

寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
に
賀
茂
重
保
が
私
撰
集
『
月
詣
和
歌
集
』
撰
集
の
資
料
と
し
て
三
十
六
人
の
歌
人
に
依
頼
し
て

提
出
さ
せ
た
百
首
形
式
の
歌
集
群
が
あ
り
、
寿
永
百
首
本
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
表
紙
の
一
体
性
か
ら
、
真
観
も
寿
永
百
首

本
の
集
成
を
企
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
に
真
観
（
藤
原
光
俊
）
が
書
写
し
た
「
寿
永
百
首
家
集
」
が
、
物
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
出
現
し
た
事
実
を
、
ど
の

よ
う
に
受
け
と
め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

（
9
）
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真観本 寿永百首家集　栗皮包表紙

真観本私家集
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下の三本が栗皮包表紙

入道大納言資賢集
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六　

寿
永
百
首
家
集
の
発
見
と
蒐
集 

― 

真
観
の
私
家
集
研
究

そ
も
そ
も
、
真
観
は
三
十
六
人
の
家
集
の
集
成
を
目
指
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
十
二
集
で
あ
る
。
叢
書
の
解
題
お
よ
び
展
示
図
録
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
確
か
に
す
べ
て
が
栗
皮
色
包
表
紙
、
粘
葉

装
で
あ
る
。
現
状
で
は
「
寂
然
集
」
が
後
補
包
背
装
の
大
和
綴
、「
禅
林
瘀
葉
集
」
は
後
補
白
紙
包
表
紙
の
二
箇
所
仮
糸
綴
、「
鴨

長
明
集
」
は
鳥
ノ
子
紙
後
補
包
表
紙
の
紙
釘
装
大
和
綴
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
、
も
と
は
粘
葉
装
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
ほ

か
栗
皮
色
の
原
表
紙
で
あ
り
な
が
ら
、「
二
条
院
讃
岐
集
」「
忠
度
朝
臣
集
」「
惟
宗
広
言
集
」「
入
道
三
位
季
経
集
」
が
大
和
綴
、「
経

正
朝
臣
集
」「
刑
部
卿
頼
輔
集
」
が
紙
釘
装
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
も
と
は
粘
葉
装
と
い
う
。
な
お
、「
隆
信
朝
臣
首
」
は
解

題
を
そ
の
ま
ま
引
く
と
「
も
と
粘
葉
装
で
包
背
装
。
江
戸
期
に
大
和
綴
に
改
装
。
渋
引
表
紙
で
、少
し
水
汚
れ
が
あ
る
」
と
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
図
版
（
75
頁
下
段
掲
載
）
の
八
集
を
見
る
と
、
他
の
七
集
と
同
じ
表
紙
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。「
隆
信

朝
臣
集
」
だ
け
が
『
中
世
私
家
集　

一
』
の
所
収
で
、
後
続
の
他
の
七
集
を
収
め
る
『
中
世
私
家
集　

二
』『
中
世
私
家
集　

三
』

の
刊
行
ま
で
に
時
が
あ
り
、
そ
の
間
に
一
連
の
表
紙
に
つ
い
て
は
「
栗
皮
色
包
表
紙
」
と
呼
称
が
統
一
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
用

語
の
相
違
と
思
量
さ
れ
る
。
叢
書
の
刊
行
ご
と
に
調
査
を
進
め
つ
つ
、
平
行
し
て
解
題
も
ま
た
執
筆
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
反
映

で
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
展
示
図
録
で
は
容
易
に
確
認
が
可
能
で
、
叢
書
の
解
題
と
共
に
併
用
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
推
奨
し
た
い
。
こ
れ
ら
十
二
集
の
う
ち
冊
子
本
の
十
一
集
は
、
解
題
に
よ
れ
ば
寸
法
も
縦
二
二
・
〇
〜

二
二
・
二
セ
ン
チ
、横
一
四
・
七
〜
一
五
・
一
セ
ン
チ
の
範
囲
に
す
べ
て
が
収
ま
り
、大
き
さ
も
揃
っ
て
い
る
。
同
一
規
格
の
形
状
で
、

藤
本
氏
の
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
時
雨
亭
文
庫
に
は
、
同
じ
く
栗
皮
色
包
表
紙
を
も
つ
真
観
本
私
家
集
と
し
て
「
元
良
親
王
集
」「
大
納
言
経
信
集
」
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「
顕
綱
朝
臣
集
」
の
三
集
の
存
在
も
確
か
め
ら
れ
る
（『
平
安
私
家
集　

十
二
』
所
収
）。
大
き
さ
は
、
解
題
に
よ
れ
ば
「
元
良
親

王
集
」（
縦
二
四
・
〇
セ
ン
チ
×
横
一
四
・
二
セ
ン
チ
）、「
大
納
言
経
信
集
」（
二
一
・
三
×
一
四
・
一
）、「
顕
綱
朝
臣
集
」（
二
一
・
六

×
一
四
・
四
）
と
記
さ
れ
て
あ
る
が
、展
示
図
録
で
三
本
横
並
び
の
姿
を
見
る
と
、ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、微
細
に
観
察
す
れ
ば
「
元

良
親
王
集
」
が
わ
ず
か
に
小
さ
い
よ
う
に
見
え
る
（
図
版
76
頁
上
段
参
照
。
外
題
「
兵
部
卿
親
王
御
集
」
と
あ
る
の
が
該
本
）。

該
本
の
縦
寸
は
二
一
・
〇
の
目
盛
り
の
読
み
誤
り
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
写
真
の
比
較
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
寿
永
百
首

家
集
の
八
集
と
、
こ
れ
ら
三
本
の
表
紙
は
同
じ
だ
が
、
解
題
に
よ
れ
ば
三
本
は
綴
葉
装
で
あ
り
粘
葉
装
で
は
な
い
。
ま
た
大
き

さ
も
、
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
。
三
人
の
歌
人
は
い
ず
れ
も
『
月
詣
和
歌
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
寿
永
元
年
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、

は
る
か
前
に
没
し
て
お
り
、
時
代
も
合
わ
な
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
問
題
と
な
る
の
が
、「
入
道
大
納
言
資
賢
集
」
で
あ
る
。
井
上
氏
は
「
実
国
・
資
賢
の
二
集
が
五
割
ほ

ど
怪
し
い
」
と
し
、「
人
数
に
入
る
可
能
性
絶
無
で
は
な
い
が
、乏
し
い
人
」
の
中
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。「
入
道
大
納
言
資
賢
集
」

は
他
人
詠
四
首
を
含
め
て
も
二
十
九
首
の
小
家
集
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
に
は
「本
云寿
永
元
年
八
月
六
日
書
留
返
也
」
と
記
さ
れ
て

い
た
。
氏
は
集
中
に
見
え
る
「
故
少
将
」
は
息
通
家
、「
中
将
」
と
は
孫
の
雅
賢
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
証
し
、「
何
れ
に
し
ろ

寿
永
元
年
八
月
六
日
と
い
う
奥
書
の
時
点
で
は
、
既
に
雅
賢
は
中
将
だ
し
、
何
れ
も
整
合
す
る
の
で
、
こ
の
辺
を
成
立
の
時
点

と
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
寿
永
百
首
家
集
と
す
る
見
解
が
起
る
の
も
当
然
で
あ
る
」
と
可
能
性
に
つ
い
て
は
是
と
さ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、「
資
賢
の
月
詣
入
集
の
一
首
が
家
集
と
一
致
し
な
い
」「
歌
壇
的
地
位
は
零
に
等
し
い
」「
元
暦
元
年
九
月
別
雷
社
後

番
歌
合
に
出
詠
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
寿
永
元
年
よ
り
後
で
あ
る
」「
今
撰
・
続
詞
花
に
入
ら
ず
」「
月
詣
に

も
よ
う
や
く
一
首
で
あ
る
」「
そ
う
い
う
資
賢
が
果
し
て
寿
永
百
首
家
集
の
人
数
に
入
り
え
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
家
集
を
提
出
し
て
月
詣
に
一
首
入
集
と
い
う
事
は
な
い
で
あ
ろ
う
」「
と
も
か
く
権
大
納
言
に
昇
り
、
上
流
貴
族
の
一
端
に
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入
っ
た
人
物
を
、
寿
永
百
首
家
集
の
作
者
に
し
た
だ
ろ
う
か
」
と
七
項
目
を
列
記
し
、「
疑
わ
し
い
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い

た
。
井
上
氏
は
『
中
世
私
家
集　

二
』
の
解
題
で
も
、
や
は
り
「
寿
永
元
年
八
月
と
い
う
年
時
か
ら
は
、
こ
の
家
集
が
寿
永
百
首

家
集
と
み
て
よ
さ
そ
う
な
の
だ
が
」
と
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
に
否
定
的
な
理
由
を
列
記
さ
れ
「
寿
永
百
首
家
集
の
一
と
す
る

こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
る
」
こ
と
を
再
説
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

一
方
、
現
在
み
る
『
入
道
大
納
言
資
賢
集
』
は
草
稿
本
（
未
精
撰
本
）
ま
た
は
抄
出
本
の
類
で
、
歌
壇
的
に
活
躍
し
て
い

な
く
と
も
、
そ
の
妻
は
賀
茂
保
文
（『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
。
保
久
の
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
重
保
の
再
従
兄
か
）
女
で
あ
り
、

重
保
が
和
歌
を
嗜
む
資
賢
に
家
集
奉
納
を
進
め
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

と
新
た
な
視
点
か
ら
肯
定
的
な
見
解
を
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

結
論
は
明
確
に
出
せ
な
い
。
寿
永
百
首
家
集
の
残
欠
な
い
し
は
抄
出
本
の
可
能
性
が
皆
無
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
俊

成
の
『
保
延
の
こ
ろ
ほ
ひ
』、
光
頼
の
『
桂
大
納
言
入
道
殿
御
集
』
ほ
か
小
規
模
家
集
が
幾
つ
か
あ
り
、
こ
の
集
も
そ
う
い

う
一
つ
と
し
て
撰
ば
れ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
成
立
事
情
は
現
在
不
明
と
す
る
の
が
無
難
で
あ
る
。

と
結
論
を
留
保
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、『
中
世
私
家
集　

二
』
の
刊
行
時
点
（
一
九
九
五
年
）
で
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
私
家
集
を
形
態
か
ら

腑
分
け
し
て
弁
別
す
る
手
法
は
、
ま
だ
主
流
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。「
擬
定
家
本
」
と
い
う
術
語
さ
え
、
確
と
し
て
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。『
冷
泉
家
の
秘
籍
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
時
雨
亭
文
庫
の
精
髄
、
国
宝
や
重
要

文
化
財
な
ど
一
八
九
点
を
、
原
則
と
し
て
原
寸
大
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
収
録
し
た
豪
華
本
で
あ
り
、
展
示
図
録
『
冷
泉
家　

王

朝
の
和
歌
守
展
』（
二
〇
〇
九
年
）
と
は
自
ず
と
目
的
も
性
格
も
異
に
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
七
年
の
歳
月
を
経
て
、
時
雨
亭
文

庫
の
収
蔵
典
籍
へ
の
視
線
が
、
特
に
膨
大
な
量
の
私
家
集
に
対
す
る
関
心
の
度
合
い
が
、
調
査
の
進
展
と
共
に
変
化
し
て
き
た

（
10
）
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こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
う
や
く
、
わ
た
し
た
ち
は
真
観
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
追
い
つ
い
た
と
い
う
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。

形
態
か
ら
見
た
時
、
真
観
本
「
入
道
大
納
言
資
賢
集
」
は
、
真
観
本
寿
永
百
首
家
集
の
十
二
集
と
は
、
ま
る
で
本
の
作
り
が

違
う
。
写
真
で
見
て
も
、
表
紙
は
美
し
い
水
辺
草
花
に
水
鳥
を
摺
出
し
た
包
表
紙
で
あ
り
、
一
連
の
栗
皮
包
表
紙
で
は
な
い
。

叢
書
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
料
紙
も
楮
紙
打
紙
で
は
な
く
斐
紙
で
あ
る
と
い
う
。
縦
二
二
・
三
×
横
一
四
・
五
と
、
わ
ず
か
な
差
だ

が
十
二
集
の
ど
の
家
集
よ
り
も
縦
に
長
く
横
に
短
い
。
や
や
細
長
い
形
状
を
し
て
お
り
、
大
き
さ
も
異
な
っ
て
い
る
。
真
観
は
、

造
本
か
ら
推
し
て
、
明
ら
か
に
十
二
集
と
は
別
物
だ
と
い
う
意
識
で
、
つ
ま
り
寿
永
百
首
の
三
十
六
の
家
集
に
は
含
ま
れ
な
い
、

と
判
断
し
た
上
で
、書
写
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
真
観
は
「本
云寿
永
元
年
八
月
六
日
書
留
返
也
」

と
い
う
、
普
通
な
ら
一
見
し
て
寿
永
元
年
の
百
首
奉
納
家
集
だ
と
確
信
さ
せ
る
よ
う
な
奥
書
を
も
つ
親
本
を
書
写
し
て
い
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
私
家
集
研
究
を
領
導
し
て
き
た
屈
指
の
研
究
者
た
ち
が
、
こ
ぞ
っ
て
挑
み
な
が
ら
も
、
そ
の
果
て
に

結
論
を
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
高
い
壁
が
、「
入
道
大
納
言
資
賢
集
」
で
あ
っ
た
。
有
力
な
「
寿
永
元
年
八
月
」
と
い
う
奥

書
の
情
報
な
ど
は
問
題
と
せ
ず
に
却
下
で
き
る
ほ
ど
の
、
た
と
え
ば
井
上
氏
が
迫
り
得
た
七
項
目
を
凌
ぐ
よ
う
な
、
も
っ
と
確

か
な
反
証
を
、
真
観
は
見
つ
け
出
し
て
い
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

結　

語 

― 

私
家
集
研
究
の
大
河
の
中
で

建
長
年
間
に
は
、
あ
る
い
は
ま
と
ま
っ
て
三
十
六
人
の
寿
永
百
首
家
集
が
存
在
し
て
お
り
、
労
せ
ず
し
て
真
観
は
そ
の
一
揃

い
を
書
写
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
蓋
然
性
が
乏
し
い
。「
寿
永
百
首
」「
寿
永

百
首
家
集
」「
賀
茂
社
奉
納
百
首
家
集
」等
々
の
呼
称
は
、一
九
六
〇
年
代
頃
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
し
い
も
の
だ
が
、

（
11
）
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仮
に
往
時
、
三
十
六
の
家
集
が
一
括
し
て
伝
来
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
し
き
呼
称
が
記
録
類
に
残
っ
て
い
て
も
よ
い
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
例
は
も
ち
ろ
ん
、
物
証
の
片
鱗
す
ら
見
出
せ
な
い
。
ま
た
現
在
、
寿
永
百
首
家
集
と

し
て
有
力
視
さ
れ
る
二
十
二
集
の
、
各
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
に
も
、
か
つ
て
一
具
の
三
十
六
家
集
で
あ
っ

た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
重
保
は
寿
永
元
年
十
一
月
成
立
の
『
月
詣
和
歌
集
』
の
撰
集
に
、
定
数
歌
や
歌
合
な
ど
多
く
の
資

料
を
用
い
て
お
り
、
各
歌
人
か
ら
個
別
に
提
出
さ
れ
て
き
た
自
撰
の
寿
永
百
首
家
集
も
た
だ
ち
に
活
用
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
転
写

さ
れ
る
間
も
な
い
ま
ま
に
撰
集
の
資
料
群
の
な
か
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
も
し
仮
に
、
三
十
六

集
の
一
揃
い
を
真
観
が
目
に
し
得
た
と
し
て
、
寿
永
か
ら
建
長
ま
で
の
約
七
十
年
の
あ
い
だ
に
、
他
の
誰
も
が
そ
の
存
在
に
ま
っ

た
く
気
づ
か
ず
、
関
心
も
示
さ
な
か
っ
た
と
は
想
像
し
に
く
い
。

こ
れ
ま
で
、
谷
山
茂
・
伊
地
知
鐵
男
・
橋
本
不
美
男
・
樋
口
芳
麻
呂
・
森
本
元
子
・
杉
山
重
行
・
松
野
陽
一
・
井
上
宗
雄
と
い
っ

た
各
氏
、
い
わ
ば
私
家
集
研
究
を
領
導
し
て
き
た
屈
指
の
研
究
者
た
ち
が
、
寿
永
百
首
と
い
う
奉
納
家
集
の
存
在
を
発
見
し
、

さ
ら
に
三
十
六
人
の
百
首
家
集
を
突
き
止
め
よ
う
と
考
証
を
深
め
て
き
た
。
そ
れ
で
も
二
十
二
〜
五
の
壁
を
越
え
ら
れ
な
い
ま

ま
、
三
十
六
人
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
た
ど
り
着
け
ず
に
い
た
。
こ
う
し
た
研
究
史
の
現
状
は
、
重
保
が

三
十
六
人
か
ら
家
集
を
ほ
ん
と
う
に
集
め
得
た
の
か
、
と
い
う
疑
念
さ
え
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
。
文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
に

奉
納
さ
れ
た
、
藤
原
俊
成
『
五
社
百
首
』
の
序
文
に
「
春
日
、
日
吉
の
社
に
歌
合
を
し
て
ま
ゐ
ら
せ
ん
と
て
、
人
人
に
す
す
め

侍
り
し
か
ば
、
上
達
部
た
ち
も
お
ほ
く
こ
と
う
け
は
し
な
が
ら
、
何
と
な
く
て
お
く
ら
れ
ざ
り
し
か
ば
、
今
は
と
げ
が
た
か
る

べ
し
と
て
、
そ
の
か
は
り
に
両
社
に
、
あ
や
し
く
と
も
百
首
の
歌
を
だ
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
ら
ん
、
と
思
ひ
な
り
て
（
以
下
略
）」

と
あ
る
こ
と
も
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
春
日
社
と
日
吉
社
に
奉
納
歌
合
を
し
よ
う
と
人
々
に
勧
進
し
、
殿
上
人
た
ち
も
多
く
が
承

諾
し
な
が
ら
、
な
か
な
か
歌
を
送
っ
て
寄
こ
さ
な
い
、
そ
れ
で
俊
成
は
単
独
の
百
首
歌
奉
納
に
切
り
替
え
た
と
い
う
。
重
保
の

（
12
）
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奉
納
百
首
の
勧
進
も
、
順
調
に
運
ん
だ
か
ど
う
か
、
百
首
か
ら
条
件
を
ゆ
る
め
て
、
百
首
前
後
な
ら
許
容
す
る
、
詠
み
置
い
て

い
た
家
集
で
も
構
わ
な
い
と
、
各
個
撃
破
で
集
め
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
寂
然
集
」「
惟
宗
広
言
集
」「
忠
度

集（
忠
度
百
首
）」な
ど
、部
立
て
も
整
然
と
し
た
定
数
歌
百
首
に
、長
い
詞
書
の
歌
や
贈
答
歌
を
含
む「
刑
部
卿
頼
輔
集
」（
一
三
一

首
）
や
「
隆
信
朝
臣
集
」（
一
一
四
首
）
の
よ
う
な
比
較
的
自
由
な
家
集
と
が
混
在
し
て
い
る
二
十
二
集
の
相
貌
か
ら
は
、
そ
の

よ
う
に
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

真
観
は
歌
書
類
の
書
写
と
蒐
集
を
展
開
す
る
う
ち
、
そ
の
過
程
で
『
月
詣
和
歌
集
』
の
序
文
か
ら
〔
寿
永
百
首
〕
の
存
在
に

気
づ
い
た
。
独
自
の
分
析
を
進
め
、
そ
れ
が
歌
人
相
互
間
の
連
絡
も
な
い
ま
ま
、
構
成
も
歌
数
も
不
統
一
の
状
態
で
そ
れ
ぞ
れ

が
独
立
し
た
家
集
と
し
て
成
立
し
、
個
別
に
重
保
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
、
い
わ
ば
寄
せ
集
め
の
三
十
六
の
百
首
、
な
い
し
は

百
首
を
概
数
と
す
る
家
集
群
で
あ
っ
た
こ
と
を
突
き
止
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
谷
山
氏
を
先
駆
け
と
し
て
井
上
氏
に
至
る
ま

で
、
昭
和
の
研
究
者
た
ち
が
追
跡
し
続
け
た
三
十
六
名
を
、
真
観
は
独
自
の
考
証
の
末
に
あ
ぶ
り
出
し
て
い
た
と
思
し
い
。
そ

し
て
お
そ
ら
く
、
賀
茂
別
雷
社
へ
の
奉
納
百
首
家
集
を
復
元
し
お
お
せ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

真
観
の
私
家
集
研
究
は
、
は
る
か
に
わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
超
え
て
い
た
と
思
わ
れ
、
驚
く
ほ
か
は
な
い
。
時
雨
亭
文
庫
か
ら

出
現
し
た
、
一
揃
い
の
栗
皮
色
包
表
紙
に
粘
葉
装
の
家
集
群
が
、
真
観
の
飽
く
な
き
私
家
集
の
書
写
蒐
集
の
一
端
を
示
す
生
き

証
人
と
捉
え
た
時
、
波
及
す
る
問
題
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）　

和
歌
文
学
会
関
西
例
会
一
〇
〇
回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
京
都
女
子
大
学
、
二
〇
〇
九
年
七
月
四
日
）、
和
泉
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
関
西

例
会
一
〇
〇
回
の
歩
み
と
和
歌
文
学
の
動
向
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

（
2
）　
「
月
詣
和
歌
集
の
考
察
―
歌
人
構
成
・
入
集
資
料
を
中
心
と
し
て
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
二
十
四
号
、
一
九
六
九
年
）。
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（
3
）　
『
和
歌
文
学
研
究
』（
三
十
一
号
、
一
九
七
四
年
）、『
鳥
帚
―
千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
―
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
五
年
）
所
収
。

（
4
）　
『
私
家
集
の
研
究
』
二
三
〇
頁
。

（
5
）　

こ
れ
に
増
補
改
訂
版
（
一
九
八
八
年
）
で
は
、
細
字
二
段
組
で
十
四
頁
に
わ
た
る
補
注
が
新
た
に
付
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
年
）
五
一
六
頁
。

（
7
）　

日
本
の
美
術 

第
４
３
６
号
『
古
写
本
の
姿
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
8
）　

叢
書
七
十
六
巻
『
為
和
・
政
為
詠
草
集
』
付
載
、
月
報
七
十
八
「
伝
来
の
歴
史
（
十
九
）」。
藤
本
氏
『
本
を
千
年
つ
た
え
る　

冷
泉

家
蔵
書
の
文
化
史
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
第
四
章
「
対
立
す
る
家
か
ら
入
っ
た
本
（
二
）
―
三
井
寺
本
・
真
観
本
」
に
再

録
さ
れ
た
。

（
9
）　

当
時
は
八
十
六
巻
で
一
旦
完
結
。
そ
の
後
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
十
六
巻
が
刊
行
さ
れ
全
百
巻
に
、
ま
た
別
巻
四
巻
が
加
わ

り
二
〇
一
八
年
四
月
に
完
結
し
た
（
す
べ
て
朝
日
新
聞
社
刊
）。

（
10
）　
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
五
〇
七
頁
。

（
11
）　

二
〇
一
五
年
四
月
刊
行
の
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
九
十
一
巻
『
平
安
私
家
集　

十
三
／
擬
定
家
本
私
家
集　

続
々
』
解
題
の
「
三
た
び

真
観
本
私
家
集
に
つ
い
て
」（
田
中
登
氏
執
筆
）
に
お
い
て
、「
入
道
大
納
言
資
賢
集
」
は
「
一
連
の
寿
永
百
首
家
集
」
か
ら
除
か
れ
た
。

（
12
）　

杉
山
重
行
氏
『
月
詣
和
歌
集
の
校
本
と
そ
の
基
礎
的
研
究
』（
新
典
社
、
一
九
八
七
年
）
第
三
章
「
入
集
歌
人
・
撰
集
資
料
の
考
察
」

参
照
。

〔
付
記
〕
図
版
掲
載
の
御
許
可
、
お
よ
び
デ
ー
タ
を
御
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
公
財
）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




